
Suzume社では、主にAIを用いたプラスチックごみの分別法を

サポートするスマートフォンアプリを発想し、開発の準備を行っ

ていました。スマホで撮った写真をもとに、プラスチック製品を

種類ごとに分類し、その地方自治体のリサイクル規定に則って

いるか、どのように分別すれば良いか、捨てる前にどのような前

処理をすべきかを教えてくれるアプリです。

そして、このアプリの事業展開に専念する会社を新たに設立

し、Suzume社から独立させることにしました。

とはいえ、日本法人を立ち上げるにはどうしたらいいのか、何

から手を付けたらいいのか、まったくわかりませんでした。そこで

“How to register a company in Tokyo”と検索してみたところ、

TOSBECの紹介記事を見つけました。物は試しと、軽い気持ち

で相談をしたい旨のメールを送りました。

TOSBECのサポートで

登記まで何の問題もなくスムーズに進みました

“How to register a company in Tokyo”

と検索し、TOSBECを知りました
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利用者 リレーインタビュー…………

ロボット工学の先進国、日本に来るのが夢でした

私からのワンポイントアドバイス

日本には学生のころから来たかったんですよ。ロボット工学の

先進国ですし。実際、インターンシップにも応募したのですがか

ないませんでした。

ところが、2016年に参加した「Amazon Picking Challenge」で、

やはり日本から参加していたPreferred Networks(PFN)社の方

と知り合い、それが縁で2017年に同社に転職し、来日すること

ができました。

PFN社では主にピッキングロボットの開発を任されていたので

すが、3年ほどしたとき、友人の会社(Suzume社)からCTO(最高

技術責任者)として招きたい、と誘いを受けました。以前からゆく

ゆくは自分の会社を立ち上げたいという想いがあったので、その

ためにも自分の持つ技術や知見を活かし、新しいことにチャレン

ジすべきなのではないかと考え、誘いを受けることにしました。

TOSBECからのメールの返信に応え電話してみたところ、実

際にセンターへ来ていただいたほうが話が早いのでは、というこ

とになり、早速訪れました。2021年の10月初めのことです。

まず英語で相談できることがありがたかったですね。日本法

人の設立となると、法務や税務、入管、保険関係など複雑な

手続きが必要です。よほど日本語の理解力があり、かつ専門

知識がなければスムーズに手続きを進めることはできません。

外国人であればなおさらです。

しかし、TOSBECのサポートを受けることで、何の問題もなく登

記までスムーズに進みました。疑問点を質問したときも、わかり

やすく簡潔に説明してくださいました。最初の訪問から登記まで

わずか1か月弱。予想もしていなかった速さです。本当に感謝

しています。

相談するからには、少なくとも事前にどういう会社を立ち上げた

いのか、しっかりと整理しておくことが大切です。可能な範囲で日

本法人の設立に関する知識を学んでおくことも必要でしょう。登

記のときも、会社設立後も、その知識は活きるはずです。

株式会社レコナイ (Reconnai)
代表者 Ko Wilson Kien Ho さん
プロフィール／オランダ出身。大学院修了後の2016年、ロボット工学
のソフトウェアエンジニアとしてオランダのDelftRobotics(現Fizyr)に入
社。同年、ロボットによる仕分け作業を競うコンテスト「Amazon Picking 
Challenge」に参加し、優勝。翌2017年、日本の(株)Preferred 
Networksに入社。2021年、友人の会社であるSuzume社にCTO(最高
技術責任者)として加わる。同社で開発していたスマートフォンアプリの
事業展開に専念するため、2021年11月に(株)Reconnaiを設立。

【東京開業ワンストップセンター】
住所：東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル 日本貿易振興機構（ジェトロ）本部7階

電話：03-3582-8352 FAX：03-5561-4123
URL:  https://www.startup-support.metro.tokyo.lg.jp/onestop/jp/

東京開業ワンストップセンター (TOSBEC) は、会社設立に必要な各種手続にワンストップで対応する相談窓口です。
国と東京都が共同で運営し、赤坂のほか渋谷・丸の内にもサテライトセンターを設けています。

今回は、プラスチック製品のリサイクル率向上と有効的な処理が世界的な課題となるなか、その分別をサポートす
るスマホアプリを開発し、日本での普及を目指す会社を立ち上げたオランダ出身のウィルソンさんにお話を伺いました。

相談体験会を随時開催しています。 参加者募集中！ 誰でも無料でご利用いただけます！


